「権力による弾圧ストーキング」の実在と警察関与の証明
　「権力による弾圧ストーキング」と特徴付けられる警察による国民に対する封殺攻撃が、実際に全国的に存在することは、インターネット上で、そのような訴えがなされている例が見られるところであり、ここでは、それらの中から具体的な実例を示して、「権力による弾圧ストーキング」が実際に存在することと、それらの攻撃が警察が主導する形で行われていることを示す。

１．Shinwa氏の例：ブログ「警察官による人権侵害について考える」

http://hunanright6.blog.so-net.ne.jp/archive/c45416152-1
1-1　被害内容
Sinwa氏の家族が、地区の和紙ちぎり絵会の活動の中で盗難の発生などを理由としたイジメを受けるようになり、誹謗中傷や人格攻撃が加えられていくが、この風評被害の流布に和紙ちぎり絵会の活動をともにしていた防犯連絡委員の妻が関与していた。

このイジメと連動するように駐在警察官によるパトカーや覆面車を使った「つけ狙い」「追い回し」「待ち伏せ」が頻発するようになり、さらには同じ時期に近隣のスーパーで、別の駐在警察官による肖像権を侵害する至近距離からの写真撮影という、職権乱用に該当する嫌がらせを受け、万引きをしたかのうような噂まで流された。

これら二人の警察官の非違行為について、家族に代わってSinwa氏がK警察署のT地域課長に抗議と説明を求める行動をとっているときに、T地域課長から侮辱的な言動をされる被害を受けた。これに対して地域課長を地方検察庁に刑事告発するが、この告発の時期から今度はSinwa氏自身に対する警察官と思しき人間から、尾行・監視などのストーカー的な行為や、ネット上での掲示板への書き込みに対するネットストーカー的な人物による「脅迫」「恫喝」「差別」「侮辱」的な攻撃が加えられるようになる。

さらに県警ヘリコプターをはじめとする各種ヘリコプター、飛行機、ジェット機による威圧的な騒音被害や、Sinwa氏が業務用電波探知機や電磁波測定器を使って確かめていることから明らかなように強い電界強度の電波を浴びせられ続ける被害を受けて、身体的なダメージを受け、ブログを維持することも不可能なほどの状況となっている。

またストーキング攻撃として、そのほかに宅配便を破壊されて中身が見られた形跡があるものを届けられたり、盗聴、盗撮の電波を発信するテレビが見つかったり、隣接した空き地に灯油ポリタンクなど火を連想するものを投げ込まれたり、不審な焚き火やもののこげる匂いを漂わせられたり、深夜に小鳥のさえずり音の玩具と同じ音を立てられたり、また深夜に建物に何かが当てられようなコッンというような音を響かせられたり、ネットに書き込みすると銃の発砲音を模したような破裂音が鳴り響いたり、外出先で「北朝鮮のスパイ」「監獄行き」などと仄めかしをされたり、などさまざまなストーキング攻撃を受けている。

1-2　特徴
このSinwa氏の事例においてSinwa氏の身辺で発生する事柄と私の身辺で起こる事柄には類似性が極めて高い。Sinwa氏は電波を使った身体的に深刻な打撃を受けているが、私は毒物によるという違いがあるが、身体的なダメージを与えられるという点でも共通している。

この類似性の極めて高いSinwa氏の事例は、私がいう「権力による弾圧ストーキング」攻撃というものが実在し、かつこれらの攻撃が警察の関与のもとで行われていることを如実に示すものである。Sinwa氏ならびに家族は明らかに警察から不法行為を受けていることは、Sinwa氏の記述から明らかだ。そしてそれに対する検察庁への告訴を契機に、県警ヘリコプターによる攻撃を始めとした、ストーキング攻撃が行われるようになっている。したがって警察がこれらのストーキング攻撃に関与していることは明らかだと考えられる。

２．地球市民プロジェクト２１の例

http://www.jca.apc.org/~con3/index.htm
2-1.被害内容
宇宙開発の最新情報を載せるホームページに、地球環境問題や原発問題の情報を載せるようになってから３日間インターネットに接続できない状況が生じた。このことを福島県警情報管理課に相談したところ、住所、氏名、ホームページアドレスなどを聞かれたが、その後から車で外出すると、車が後をつけてくるようなことが生じ始め、さらには県警ヘリコプターをはじめ、自衛隊ヘリコプターや東北電力関連会社のヘリコプターが、自宅上空や外出先に低空飛行してくるという威嚇的な行為が発生している。

2-2．　特徴
このたびの原子力事故が発生した福島県内で過去に発生した事例であるが、原発に批判的なホームページを掲載しているという理由だけで、県警ヘリコプターがはじめに被害者自宅上空に飛来するというように、県警が威嚇に関与し、かつヘリコプターという手段を使っていることが歴然とした「権力による弾圧ストーキング」攻撃であることが明らかである。

３．公安警察人権侵害日記の例

http://blog.livedoor.jp/nk123kn/　

3-1．　被害内容
被害者は軍事部品の試作品を扱う会社で働いていたが、その会社で事故や空き巣などの事件が発生し、会社から空き巣の犯人扱いを受けるようになる。そして警察が被害者に対して疑いをかけて、自宅周囲での監視行為や外出先への付きまとい行動などが行われるようになるが、それにはパトカーやヘリコプター、飛行機などが使われている。そしてこれらの付きまとい行動には自衛隊や民間のヘリコプター、飛行機なども加わっている。

3-2．　特徴
この事例では当初から警察がかかわるという形ではないが、発生している監視状況や、付きまとい行動が、パトカーやヘリコプター、飛行機を使って行われているという点で「地球市民プロジェクト２１」の例や、私に対する「権力による弾圧ストーキング」攻撃と重なる部分が多く、警察関与が明らかである。

４．戸澤貴裕氏による分析「自殺強要ネットワークと警察協力団体ネットワークの一致」

http://bit.ly/ahJSFC　

4-1．　分析内容
警察主導で作られていると考えられる各県、各自治体が制定している生活安全条例を利用して戸高氏が命名する「自殺強要ストーキング」が実行されていて、その実行部隊には警察、消防署、警備会社、郵便局、宅配業者、コンビニ、一般企業などや、各種防犯協会や医療機関、精神医療関係者も巻き込んでいるという指摘をしている。

この警察と協力団体ネットワークにターゲットにされると、各種の嫌がらせが頻発するようになり、住居侵入や警察車両が多数表れたり、家の前で車が爆音を立てるとか生じるようになると述べている。そして警察に相談にいくと生活安全課に回され、訴えを記録に残そうともせず、被害者が冷静でなくなると、精神病人への誘導が始まるとしている。さらに検察庁に告訴しても、告訴の受理させしようとしないと述べている。

戸高氏はこれまでに１００名以上の被害者の話を聞いているとし、「自殺強要ストーキング」には警察が100％関与していると述べている。

4-2．　考察
戸澤貴裕氏自身は冤病被害を受けたとして裁判に訴えていて、先に示した事例のような警察が主体となったものとは少し違った形の被害例である。その戸澤氏が、警察が主体となった被害例について１００名以上の被害者から話を聞き、警察と協力団体ネットワークによるものであって、警察の関与は１００％としているわけで、このことは戸澤氏が「自殺強要ストーキング」と命名し、私が特徴から「権力による弾圧ストーキング」と名づける攻撃が実際に存在し、かつ全国で発生しているということが明らかであるし、警察主体の国民弾圧の攻撃であるという特徴が明らかになると思われる。

